
本
書
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
あ
ら
た
に
創
設
さ
れ
た
徳
川
幕
府
の

歩
兵
屯
所
に
、
医
師
と
し
て
勤
務
し
た
手
塚
良
斎
の
勤
仕
向
き
の
日
誌

で
あ
る
。
半
紙
本
の
写
本
で
、
表
紙
の
題
萎
に
は
「
文
久
三
ｌ
明
治
八

年
手
塚
良
斎
医
学
所
御
用
留
」
と
あ
る
。
題
菱
の
ほ
か
に
ペ
ン
書

き
で
「
江
戸
幕
府
瓦
解
二
付
キ
奥
医
師
解
雇
マ
デ
ノ
顛
末
記
」
と
し
る

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
旧
蔵
者
山
崎
佐
の
筆
に
な
る
も
の
と

お
も
わ
れ
る
。

扉
に
は
「
文
久
三
亥
年
三
月
十
三
日
ョ
リ
医
学
所
御
用
留
」
と
あ
っ

て
、
筆
を
お
こ
し
た
日
の
み
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

前
付
は
三
丁
か
ら
な
り
、
第
一
丁
は
出
生
か
ら
は
じ
ま
り
、
死
亡
の

年
ま
で
を
し
る
し
た
良
斎
の
略
歴
で
あ
る
。
第
二
丁
は
医
学
所
よ
り
発

行
さ
れ
た
辞
令
の
写
し
で
、
良
斎
の
署
名
と
花
押
が
み
え
る
。
第
三
丁

は
良
斎
自
身
の
記
述
に
よ
る
略
歴
で
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
は
じ

ま
り
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
ま
で
の
記
述
が
あ
る
。

本
文
は
一
○
六
丁
で
、
文
久
三
年
三
月
一
三
日
よ
り
慶
応
四
年
四
月

ま
で
の
五
年
に
わ
た
る
記
録
で
あ
る
。

前
付
か
ら
本
文
末
尾
ま
で
、
使
用
さ
れ
て
い
る
料
紙
は
す
べ
て
同
一

で
あ
り
、
同
一
人
の
手
跡
に
な
る
。
前
付
第
一
丁
に
死
亡
記
事
が
し
る

手
塚
良
斎
「
医
学
所
御
用
留
」
（
一
）深

瀬
泰
日

さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
書
は
良
斎
自
筆
に
な
る
御
用
留
の
原
本
で
は
な

く
、
転
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
写
本
が
い
つ
、
誰
に
よ
っ

て
か
か
れ
た
も
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
り
、
真

本
の
所
在
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
。

本
書
の
書
名
は
「
医
学
所
御
用
留
」
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
手
塚

良
斎
の
歩
兵
屯
所
に
お
け
る
個
人
的
メ
モ
と
も
い
っ
て
よ
い
も
の
な
の

で
、
「
歩
兵
屯
所
御
用
留
」
と
し
た
ほ
う
が
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
。

凡
例

一
、
本
文
書
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
山
崎
文
庫
の
所
蔵

（
山
崎
文
庫
七
六
七
一
号
）
に
か
か
る
。
酒
井
シ
ヅ
教
授
の
許
可
を
え

て
翻
刻
す
る
。

一
、
本
耆
に
つ
い
て
の
解
説
は
、
「
歩
兵
屯
所
医
師
取
締
・
手
塚
良
斎
と

手
塚
良
仙
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
二
五
巻
二
九
○
’
三
○
六
頁

昭
和
五
四
年
、
お
よ
び
「
歩
兵
屯
所
の
医
師
た
ち
Ｉ
『
医
学
所
御

用
留
」
か
ら
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
一
巻
三
七
二
’
三
九
一
頁

昭
和
六
○
年
に
く
わ
し
く
記
載
し
た
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
原
本
の
体
裁
を
維
持
す
る

よ
う
に
つ
と
め
た
が
、
適
宜
段
落
を
も
う
け
、
読
点
や
中
黒
点
を
ふ

し
た
。

一
、
漢
字
は
な
る
べ
く
常
用
漢
字
や
新
字
体
に
あ
ら
た
め
、
変
体
仮
名

な
ど
も
現
行
の
文
字
に
あ
ら
た
め
た
。

一
、
割
り
注
は
角
括
弧
［
］
に
よ
っ
て
し
め
し
た
。

一
、
人
名
そ
の
他
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
つ
ぎ
の
諸
害
を
参
考
に
し
た
。
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（
前
付
一
丁
）

当
付
菱
ニ
テ
ハ
手
塚
家
実
子
ノ
如
ク
’
一
候
ヘ
ド
モ
、
公
辺
届
出
之
都
合

ニ
ョ
リ
斯
ク
記
シ
候
事
卜
存
候

手
塚
良
斎
政
富

文
政
七
甲
申
生
（
月
日
不
明
）
信
州
更
級
郡
川
中
島
今
里
村
㈹
二
生
ル
、

幼
名
千
吾
卜
云
う

実
父
内
村
総
兵
衛
政
弘
［
今
里
村
豪
家
ニ
シ
テ
中
祖
ハ
代
官
ヲ
勤
メ
タ

リ
ト
］
、
天
保
十
二
年
医
二
志
シ
、
江
戸
小
石
川
三
反
坂
口
手
塚
良
仙
光

照
伺
［
松
平
播
磨
守
卿
家
来
小
児
科
産
科
］
ノ
門
二
入
ル

弘
化
元
年
手
塚
ノ
姓
ヲ
冒
シ
、
坪
井
信
道
師
二
双
上
修
業
、
嘉
永
元
年

長
崎
二
至
り
蘭
学
及
医
術
ヲ
修
メ
、
同
三
年
帰
宅
ス
、
下
谷
松
永
町
田
二

住
ミ
私
塾
ヲ
開
キ
医
業
ヲ
営
ム
（
手
塚
師
ノ
ー
女
ヲ
姿
ル
）
、
安
政
二
年
伊

達
若
狭
守
内
二
仕
フ

同
三
年
西
洋
医
学
所
蘭
害
輪
読
会
頭
助
肝
煎
被
命
㈲
、
（
以
後
付
菱
之
通

り
）

奈
良
本
辰
也
監
修
『
幕
末
維
新
人
名
事
典
」
学
芸
害
林
昭
和
五
三

年
朝
日
新
聞
社
編
『
日
本
歴
史
人
物
事
典
」
朝
日
新
聞
社
一
九
九
四

年

稲
垣
史
生
編
『
武
家
編
年
事
典
」
青
蛙
房
昭
和
四
八
年

勝
海
舟
「
陸
軍
歴
史
」
勝
海
舟
全
集
第
一
七
巻
勁
草
書
房
一

九
七
七
年

井
野
辺
茂
雄
「
幕
末
史
概
説
」
紀
元
社
昭
和
二
年

（
前
付
三
丁
）

宿
所
日
本
橋
元
大
工
町
祖
父
手
塚
良
仙
死
伽
元
松
平
播
磨
守
家
来

父
手
塚
良
仙
死

元
御
番
い
し
並
元
同
断

歩
兵
屯
所
附
医
師
取
締

元
高
百
俵
本
国
生
国
共
信
濃
手
塚
良
斎午

歳
四
十
七
日

私
儀
安
政
三
辰
年
五
月
医
学
所
肝
煎
被
申
渡
側
文
久
元
酉
年
十
二
月

医
学
所
御
取
立
二
付
、
為
御
褒
美
銀
七
枚
被
下
置
旨
但
馬
守
殿
口
被
仰

渡
、
同
三
亥
年
三
月
歩
兵
屯
所
附
出
役
被
仰
付
。
、
為
手
当
拾
五
人
扶
持

被
下
旨
河
内
守
殿
日
御
思
召
ヲ
以
被
仰
渡
、
同
年
十
一
月
同
所
出
役
医

師
取
締
被
仰
付
、
元
治
二
丑
年
五
月
㈲
被
召
出
御
番
医
師
並
被
仰
付
弐

拾
人
扶
持
被
下
候
旨
、
於
郷
燭
問
美
濃
守
殿
国
被
仰
渡
、
同
日
於
別
席
同

所
附
医
師
取
締
被
仰
付
候
旨
伊
豆
守
様
働
被
仰
渡
、
同
月
御
進
発
御
供

上
坂
、
慶
応
二
寅
年
七
月
芸
州
表
江
出
張
被
仰
付
、
銃
創
手
当
格
別
骨

折
候
二
付
、
御
褒
詞
被
下
候
旨
伊
豆
守
殿
被
仰
渡
、
同
年
十
月
出
羽
守

維
新
後
日
本
橋
区
元
大
工
町
㈹
二
私
塾
ヲ
開
キ
医
業
ヲ
営
ム

同
明
治
八
年
九
月
六
口
病
死
ス

享
年
五
十
二
才

覚
（
前
付
二
丁
）

内
科

文
久
三
癸
亥
年
三
月

医
学
所

手
塚
良
斎
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殿
Ｕ
病
気
二
付
附
添
帰
坂
被
仰
付
、
同
所
よ
り
兵
隊
病
人
之
附
添
帰
府

仕
、
同
四
辰
年
二
月
高
詰
百
俵
二
被
成
下
、
同
月
分
御
借
米
頂
戴
仕
、

同
年
四
月
晦
日
願
之
通
御
暇
被
下
置
候
旨
、
丹
波
守
殿
同
御
思
召
ヲ
以

被
仰
渡
候
旨
陸
軍
奉
行
藤
沢
志
摩
守
殿
甸
被
仰
渡
、
日
本
ば
し
元
大
工

町
に
て
医
業
罷
在
候

竜
汪

㈹
今
里
村
は
現
在
の
長
野
市
川
中
島
町
今
里
。

い
三
反
坂
は
三
百
坂
が
正
し
い
。
現
在
の
東
京
都
文
京
区
小
石
川
三
・

四
丁
目
の
境
に
あ
る
坂
。

伺
良
仙
光
照
は
享
和
元
年
（
一
八
○
二
に
生
ま
れ
、
文
久
二
年
二

八
六
二
）
に
死
亡
し
た
。
良
斎
は
の
ち
に
良
仙
光
照
の
次
女
秀
と
結

婚
し
、
そ
の
養
子
と
な
っ
た
。

日
松
平
播
磨
守
は
水
戸
藩
の
支
藩
で
あ
る
常
陸
府
中
藩
の
藩
主
松
平
播

磨
守
頼
縄
（
一
八
○
五
’
一
八
八
四
）
・

㈲
下
谷
松
永
町
は
現
在
の
東
京
都
台
東
区
秋
葉
原
あ
た
り
。

尚
伊
達
若
狭
守
は
伊
予
吉
田
藩
主
伊
達
若
狹
守
宗
孝
（
一
八
二
一
’
一

八
九
九
）
・

㈲
安
政
三
年
に
は
西
洋
医
学
所
も
、
そ
の
前
身
で
あ
る
お
玉
ケ
池
種
痘

所
も
ま
だ
存
在
し
な
い
。
こ
の
箇
所
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
。

㈹
元
大
工
町
は
現
在
の
東
京
都
中
央
区
八
重
洲
一
丁
目
四
番
と
日
本
橋

二
丁
目
一
’
二
番
地
。
明
治
二
年
郡
区
町
村
編
成
法
に
よ
っ
て
東

京
府
内
は
一
五
区
に
わ
け
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
写
本

は
こ
れ
以
後
に
成
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
年
を
特
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

甸伺 ㈲ ㈲ (云） ㈲ (三） 目(二）日 (リ

良
斎
の
祖
父
手
塚
良
仙
光
行
（
明
和
六
年
〔
一
七
六
九
〕
ｌ
文
政
一

二
年
〔
一
八
二
九
〕
）
は
常
陸
府
中
藩
医
で
良
仙
光
照
の
父
に
あ
た
る
。

午
歳
は
明
治
三
年
二
八
七
○
）
に
あ
た
る
。

但
馬
守
は
大
目
付
酒
井
但
馬
守
忠
行
か
。

文
久
三
年
、
江
戸
城
の
周
囲
四
ヶ
所
に
歩
兵
屯
所
が
創
設
さ
れ
、
良

斎
は
医
学
所
か
ら
歩
兵
屯
所
附
医
師
と
し
て
出
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

河
内
守
は
遠
江
浜
松
藩
主
御
用
番
井
上
河
内
守
正
直
（
一
八
三
七
’

一
九
○
四
）
・

元
治
二
年
五
月
は
す
で
に
改
元
さ
れ
て
い
る
（
四
月
七
日
）
の
で
、
慶

応
元
年
五
月
が
正
し
い
。
「
慶
応
元
年
五
月
一
六
日
将
軍
家
茂
は
、
祖

先
家
康
が
嘗
て
群
雄
を
戦
か
わ
し
め
た
る
歴
史
を
有
す
る
金
扇
の
馬

標
を
擁
し
て
征
途
に
上
」
っ
た
と
あ
る
（
井
野
辺
茂
雄
『
幕
末
史
概

説
」
四
六
六
頁
）
。
第
二
次
長
州
征
伐
の
発
進
で
あ
る
。

美
濃
守
は
三
河
岡
崎
藩
主
老
中
本
多
美
濃
守
忠
民
（
一
八
一
七
’
一

八
八
三
）
・

伊
豆
守
は
松
前
藩
主
老
中
松
前
伊
豆
守
崇
広
（
一
八
二
九
’
一
八
六

一
ハ
）
Ｏ

出
羽
守
は
駿
河
沼
津
藩
主
水
野
出
羽
守
忠
誠
（
一
八
三
四
’
一
八
六

一
ハ
）
Ｏ

丹
波
守
は
若
年
寄
平
岡
丹
波
守
道
弘
か
。

藤
沢
志
摩
守
次
謙
は
文
久
二
年
一
二
月
二
八
日
講
武
所
頭
取
よ
り
歩

兵
頭
に
昇
進
し
、
元
治
元
年
六
月
二
一
日
に
歩
兵
奉
行
並
に
昇
進
し

た
。
慶
応
三
年
五
月
六
日
歩
兵
奉
行
よ
り
陸
軍
奉
行
並
に
昇
進
し
た

が
、
陸
軍
奉
行
に
は
就
任
し
て
い
な
い
。
慶
応
四
年
正
月
二
四
日
に

陸
軍
副
総
裁
に
就
任
し
た
。
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文
久
三
亥
年
三
月
十
三
日
歩
兵
屯
所
出
役
被
仰
付
、
勤
中
為
御
手
当
拾

五
人
扶
持
被
下
置
候
旨
、
御
用
番
井
上
河
内
守
殿
御
書
付
を
以
被
仰
渡
、

主
人
留
守
居
附
添
、
御
老
中
一
統
廻
勤
、
歩
兵
奉
行
小
栗
豊
後
守
殿
㈲
江

罷
進
、
即
日
西
丸
下
屯
所
江
出
席
出
役
連
中
一
統
集
会
勤
向
之
義
、
御

頭
小
出
播
磨
守
殿
口
江
承
合
、
其
刷
被
仰
付
候
人
名

吉
田
策
庵
戸
塚
静
甫

小
堀
祐
真
四
月
廿
一
日
病
気
願
之
通
御
免
被
仰
付
千
村
礼
庵

高
島
祐
啓
程
田
玄
悦

曲
直
瀬
正
迪
手
塚
良
斎

古
田
瑞
春
伊
東
玄
晁
宮
内
陶
亭

右
十
人
小
堀
祐
真
老
不
快
最
初
よ
り
引
込
罷
在
、
御
免
願
差
出
シ
右
出

役
御
免
被
仰
付
、
同
月
（
一
丁
ウ
）
十
八
日
伊
東
玄
晁
、
宮
内
陶
亭
両
人

大
砲
方
上
京
被
仰
付
候
二
付
各
附
属
被
仰
付

同
三
月
廿
八
日
手
塚
良
仙
口
主
人
卿
供
被
申
付
上
京
、
帰
府
候
二
付
兼
て

（
力
）

十
三
日
同
時
二
御
沙
汰
有
之
候
二
付
、
帰
府
御
届
ヶ
差
出
し
候
上
同
次

出
役
被
仰
付

五
月
十
五
日
程
田
玄
悦
、
手
塚
良
斎
両
人
横
浜
表
江
役
附
添
兵
賦
被

差
遣
候
二
付
附
属
被
仰
付
、
翌
日
出
立
道
中
御
長
棹
一
荷
、
人
足
五
人

シ
シ
、
出
張
中
御
賭
被
下
日
渡
御
手
当
金
壱
分
弐
朱
シ
シ
被
下
、
其
内

上
京
御
用
被
仰
付
二
付
右
附
添
程
田
玄
悦
被
仰
付
、
良
斎
義
上
京
出
立

後
病
兵
引
連
下
役
渡
部
力
三
郎
同
道
帰
宅
、
即
本
月
廿
九
日

一
、
五
月
十
八
日
御
増
人
被
仰
付
人
名
三
丁
ォ
）

笠
原
祐
民
津
田
為
春

小
島
章
泉
呉
黄
石

田
村
長
叔
杉
田
杏
斎

大
渕
道
順
伊
東
玄
民

生
野
養
順
芥
木
元
春
⑤

木
村
養
順

坂
立
俊
遠
田
昌
庵

坂
立
俊
（
マ
マ
）
美
濃
部
浩
庵

御
雇
越
山
友
仙

中
村
静
寿
［
主
人
願
二
付
出
役
御
免
被
仰
付
］

伊
東
竜
雲
［
此
両
人
主
人
方
云
々
有
之
御
所
出
勤
延
引
に
相
成
］

柴
田
文
庵

一
森
養
真
［
右
不
快
二
付
一
度
も
出
勤
無
之
十
二
月
願
之
通
御

免
被
仰
付
］

右
被
仰
渡
、
吉
田
策
庵
老
、
高
嶋
祐
啓
老
、
程
田
玄
悦
、
千
村
礼
庵
、

伊
東
玄
民
、
杉
田
杏
斎
、
中
村
静
寿
、
右
上
坂
御
用
被
仰
付

一
、
小
川
町
屯
所
御
開
き
二
付
医
師
方
当
番
始

一
、
三
番
町
屯
所
御
開
き
二
付
医
師
当
番
始

一
、
七
月
十
五
日
御
薬
価
御
場
所
出
役
以
来
之
分
、
銀
三
分
シ
シ
、
二

相
極
り
候
趣
達
し
有
之

一
、
七
月
十
八
日
吉
田
策
庵
、
高
嶋
祐
啓
、
戸
塚
静
甫
、
手
塚
良
斎
、

右
四
人
之
者
歩
兵
屯
所
（
三
丁
オ
）
出
役
医
師
中
取
締
相
心
得
候
様
、
西

丸
下
屯
所
二
於
て
小
出
播
磨
守
殿
被
申
渡
候
、
但
シ
御
場
所
切
之
事
ナ

リ
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九
月
廿
九
日
御
増
人
被
仰
付

松
前
伊
豆
守
家
来
酒
井
玄
洋

本
多
能
登
守
家
来
小
宮
山
岱
玄

松
平
備
前
守
家
来
中
村
謙
造

寿
千
代
殿
医
師
安
井
元
達

松
平
山
城
守
家
来
奥
山
玄
省

右
歩
兵
屯
所
附
医
師
御
雇
被
仰
付

十
一
月
十
三
日
取
締
四
人
之
者
御
奉
行
溝
口
伊
勢
守
殿
㈹
宅
江
可
罷
出

旨
被
申
越
候
二
付
罷
出
候
処
、
今
般
改
て
御
若
年
寄
稲
葉
兵
部
少
輔
殿

㈲
よ
り
歩
兵
屯
所
附
医
師
取
締
相
心
得
候
様
、
以
御
書
付
被
仰
渡
候
旨

被
申
渡
候
、
但
シ
以
来
四
人
之
者
宿
番
御
免
一
一
相
成
四
ヶ
所

播
磨
守
殿
被
申
渡
（
三
丁
ウ
）

十
二
月
廿
七
日
御
上
洛
有
之
㈹
、
尤
御
浜
よ
り
御
乗
船
之
事
、
歩
兵
局
御

供
被
仰
付
、
西
丸
下
江
八
百
人
、
大
手
前
よ
り
八
百
人
、
奉
行
溝
口
伊

勢
守
殿
西
下
、
御
頭
小
出
播
州
、
頭
並
城
織
部
伽
、
徳
山
鋼
八
郎
曰
、
大

手
御
頭
藤
沢
肥
後
守
口
、
頭
並
冨
永
雄
之
助
Ｕ
、
平
岡
四
郎
兵
衛
目
、
西

下
医
師
曲
直
瀬
正
迪
、
生
野
松
庵
、
手
塚
良
仙
、
奥
山
元
省
、
大
手
医

師
笠
原
祐
民
、
越
山
友
仙
、
美
濃
部
浩
庵
、
安
井
元
達
、
尤
子
正
月
㈲
十

一
、
十
二
、
十
三
、
十
四
之
四
日
二
出
立
之
事
、
其
楜
御
手
当
左
之
如

し
一
銀
七
十
枚
七
人
扶
持
倍
増
笠
原
祐
民

一
金
十
両
御
手
当
月
々
五
両
シ
シ
、
被
下
越
山
友
仙

一
銀
五
十
枚
曲
直
瀬
正
迪

一
同
断
手
塚
良
仙

一
同
断
生
野
松
庵

一
同
断
奥
山
元
省

一
同
断
安
井
元
達

右
之
外
御
雇
之
分
御
薬
種
科
金
拾
両
、
御
手
当
二
ケ
月
分
受
取
候
事

十
月
西
丸
下
屯
所
二
於
て
小
出
播
磨
守
殿
被
申
渡
候
趣

（
四
丁
オ
）

此
迄
出
役
医
師
月
々
場
所
入
替
毎
月
交
代
各
屯
所
当
番
相
立
罷
在
候

処
、
病
兵
殊
之
外
迷
惑
い
た
し
候
旨
訴
出
、
且
病
者
之
為
に
も
不
相
成

義
二
付
き
、
当
月
よ
り
四
ケ
所
場
所
持
二
相
定
可
申
旨
、
就
て
漢
藺
共

人
撰
名
面
可
差
出
旨
同
役
四
人
呼
出
し
上
達
し
有
之
、
即
チ
四
ケ
所
左

之
通
り
持
場
取
極
り
御
頭
衆
連
名
二
て
一
統
江
達
し
有
之
甸

西
下
詰
大
手
詰

曲
直
瀬
正
迪
手
塚
良
仙
笠
原
祐
民
美
濃
部
浩
庵

生
野
松
庵
奥
山
元
省
伊
藤
竜
雲
安
井
元
達

木
村
養
順
酒
井
玄
洋
越
山
友
仙
遠
田
昌
庵

千
村
礼
庵
程
田
玄
悦

小
川
町
詰
三
番
町
詰
（
四
丁
ウ
）

小
島
章
泉
伊
東
玄
晁
田
村
長
叔
杉
田
杏
斎

柴
田
文
庵
宮
内
陶
亭
大
渕
道
順
伊
東
玄
民

芽
木
元
春
坂
立
俊
津
田
為
春

呉
黄
石
小
宮
山
岱
玄

中
村
謙
造

右
之
通
り
達
し
有
之
十
一
月
初
よ
り
場
所
取
極
ニ
相
成
候
、
其
節
連
名

之
御
頭
衆
小
出
播
磨
守
、
藤
沢
肥
後
守
、
朝
比
奈
伊
賀
守
口
三
人
な
り

95 (95）



取
締
四
人
御
扶
持
御
手
形
別
紙
二
相
成
、
子
二
月
よ
り
別
紙
に
て
受
取

候
事

一
汪

Ｈ
小
栗
豊
後
守
忠
順
（
一
八
二
七
’
一
八
六
八
）
は
文
久
二
年
一
二
月

一
日
に
勘
定
奉
行
兼
任
で
歩
兵
奉
行
と
な
る
。

ロ
小
出
播
磨
守
英
道
は
文
久
二
年
一
二
月
二
八
日
に
御
使
番
か
ら
歩
兵

頭
に
昇
進
し
、
元
治
元
年
一
○
月
五
日
に
歩
兵
奉
行
並
に
昇
進
し
た
。

日
こ
の
手
塚
良
仙
は
良
仙
光
照
の
長
男
良
仙
光
亨
（
？
’
一
八
七
七
）

で
、
は
じ
め
良
庵
を
名
の
り
父
の
死
後
良
仙
を
襲
名
し
た
。
良
斎
の

義
兄
に
あ
た
る
。

佃
主
人
と
は
良
仙
光
亨
の
主
君
に
あ
た
る
常
陸
府
中
藩
主
松
平
播
磨
守

頼
縄
で
あ
る
。

田
緒
方
洪
庵
の
『
勤
仕
向
日
記
』
に
は
「
芳
木
元
春
」
と
あ
る
。

㈲
溝
口
伊
勢
守
勝
如
は
文
久
二
年
一
二
月
二
八
日
に
御
先
手
か
ら
歩
兵

頭
に
昇
進
し
、
文
久
三
年
五
月
一
日
に
歩
兵
奉
行
に
昇
進
し
た
。

㈲
稲
葉
兵
部
大
輔
正
巳
（
一
八
一
五
’
一
八
七
八
）
は
安
房
館
山
藩
主
。

文
久
二
年
か
ら
元
治
元
年
ま
で
と
、
慶
応
元
年
か
ら
同
二
年
ま
で
の

二
回
に
わ
た
り
若
年
寄
を
つ
と
め
、
慶
応
二
年
八
月
四
日
に
陸
軍
奉

行
に
昇
進
、
慶
応
二
年
一
二
月
二
八
日
に
海
軍
総
裁
に
就
任
し
た
。

㈹
将
軍
家
茂
は
海
路
を
と
っ
て
上
洛
し
、
翌
年
一
月
一
五
日
入
京
、
五

日 伽

城
織
部
は
和
泉
守
、
慶
応
二
年
九
月
に
歩
兵
頭
並
か
ら
歩
兵
頭
に
昇

進
し
、
同
年
一
二
月
一
二
日
に
歩
兵
奉
行
並
に
昇
進
し
た
。

徳
山
鋼
八
郎
は
出
羽
守
、
文
久
三
年
一
一
月
二
八
日
歩
兵
頭
並
介
か

月
海
路
江
戸
へ
か
え
っ
た
。

ら
歩
兵
頭
並
に
昇
進
し
た
。
慶
応
三
年
五
月
一
日
に
歩
兵
頭
、
同
年

一
二
月
に
歩
兵
奉
行
並
に
昇
進
し
た
。
な
お
勝
海
舟
の
「
陸
軍
歴
史
』

に
は
「
鋼
太
郎
」
と
あ
る
。

口
藤
沢
肥
後
守
は
前
節
注
㈲
に
あ
る
藤
沢
次
謙
で
あ
る
。

伺
冨
永
雄
之
助
は
相
模
守
、
文
久
二
年
二
月
二
八
日
に
歩
兵
頭
並
に

昇
進
し
、
元
治
元
年
八
月
一
日
に
歩
兵
頭
に
昇
進
し
た
。
慶
応
二
年

八
月
八
日
に
歩
兵
奉
行
並
に
就
任
し
た
。

㈲
平
岡
四
郎
兵
衛
は
和
泉
守
、
文
久
二
年
二
月
二
八
日
に
歩
兵
頭
並

に
、
元
治
元
年
四
月
六
日
に
歩
兵
頭
に
昇
進
し
た
。

㈲
子
正
月
は
文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
正
月
の
こ
と
。
こ
の
年
二
月
二

○
Ⅱ
に
元
治
と
改
元
さ
れ
た
。

㈲
そ
れ
ま
で
の
毎
日
輪
番
交
代
制
を
あ
ら
た
め
て
、
医
師
は
四
ヶ
所
そ

れ
ぞ
れ
の
歩
兵
屯
所
に
専
任
と
し
て
配
属
さ
れ
た
。
各
屯
所
の
上
段

は
漢
方
医
、
下
段
は
蘭
方
医
と
お
も
わ
れ
る
。

㈲
朝
比
奈
伊
賀
守
昌
広
は
文
久
三
年
五
月
八
日
に
中
奥
小
姓
よ
り
歩
兵

頭
に
昇
進
し
た
。
翌
年
一
○
月
に
長
崎
奉
行
に
転
じ
た
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）
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